年頭所感　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひまわり園　施設長　水城淳一郎
明けましておめでとうございます。
　新型コロナウイルスの感染に憂慮しながらの年明けとなりました。2類から5類への変更、マスク着用の緩和などの報道もありますので、ひまわり園としても適切に対応し、利用者の方がより豊かに活動できるよう状況を見極めていきたいと思います。今年も利用者みなさんのニーズに沿った支援が継続して提供できるよう、他機関との連携を強めながら取り組んでまいります。
新型コロナウイルスやインフルエンザウイルス等感染症防止や自然災害等への防災対策については、法人、他事業所と共同で事業継続計画（BCP）の策定、見直しを進めています。事業が滞ることなく災害時でも継続して運営できるよう引き続き準備をいたします。
　就労支援につきまして、B型事業はバザーや販売会の中止や縮小の状態ですが、好転の兆しも見えてきましたので、工賃向上ができるよう販売場所の確保や売上げが期待できる新規の作業にもチャレンジしていきたいと思います。
　天神にあるカフェ・サンフラワーにつきましては、「星の広場」の改修が予定されておりますので、福岡市と協議しながら、今後のカフェの在り方を利用者も交え、検討していきたいと思っています。
　就労移行支援については、一般企業ではたらく上でのマナーやスキルなどが向上できるよう、就労支援センター等関係機関とも連携し、利用者の強みをいかした支援を行いたいと思っています。
　生活介護事業につきましては、手芸、陶芸、木工等の作業活動を中心に、適宜レクリエーション等を取り入れ、充実した日中活動ができるよう支援を行います。
　余暇活動につきましては、文化的余暇活動（茶道・創作・書道）、体育的余暇活動（エアロビクスダンス）に講師を招いて活動し、取り組みの発表の機会を作っていきたいと思います。休日余暇活動についても、利用者みなさんに喜ばれる活動ができるよう計画していきます。
　ひまわり園に併設する居宅介護事業所「ライフサポートてをつなぐ」につきましては、スタッフの確保、育成を図りながら、利用者やご家族のニーズに合った支援を、他事業所と協働で取り組んでいきます。
高齢化社会での「8050問題」など、法人内の施設、事業所の利用者高齢化への対応は喫緊の課題です。職員の研修事業等も充実させ、支援技術向上にも努めていきます。
令和5年、飛躍できる年となるよう職員一丸となって取り組みます。本年もどうぞ、よろしくお願いいたします。
